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台湾チェルンプ断層における粘土鉱物のコサイスミックな変化
Coseismic reaction of clay minerals in the Taiwan Chelungpu fault
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地震時の断層すべり挙動の解明において、地震を引き起こす震源断層の鉱物組成や物理的および物理化学的特性の定
量的な評価は極めて重要である。最近の研究によって、断層岩に多く含まれる粘土鉱物は、他の鉱物に比べて強度が低
く小さな摩擦係数を持つため、そのすべり挙動を支配する可能性が示唆されている。
　そこで，本研究では、1999年台湾集集地震を引き起こしたチェルンプ断層の滑り面に含まれる粘土鉱物に着目した。

この分析にあたり、粉末 X 線回折法を用いるが、これには幾つかの解析方法がある。そこで，母岩の試料および断層を
模擬するためにミルで粉砕した試料において、全岩バルクおよび粘土フラクション（<2μm）での RockJock法および
Biscaye法による鉱物組成分析を実施，その結果の比較を行った。そして，この検討結果をもとに、チェルンプ断層の掘
削コア試料における分析を実施した結果、地震時の滑り面における有意な粘土鉱物の減少（粉砕によるアモルファス化）
を検出することが出来た。
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